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Ⅰ 背 景 と 目 的
新生児は不快な時泣いて表現する。この泣きを見た大人は表情や泣き声から，眠たいのだろ
うか，空腹なのか，抱っこをしてほしいのかなど予測し対応する。表現という言葉の意味は，
自分の内側（心の中，精神）にあるものを，他者が受け取れる事象にして表すこと1）と示され
ているように，私たち人間は産まれた直後から自分の内にあるものを表現し他者に伝えようと
しているのである。これらの表現は，成長とともにさまざまな感情（愛情，得意，嫌悪，怒り，
恐れ，嫉妬）に分化され，（K.M.Bridges,1932）その感情を，表情や身振り，言葉で表すよ
うになり，表現の源となる「感じる」ことは体験からでしか得られないもの2）と説明されてい
る。しかしながら，現代においてこの「感じる」ことの経験値を考えると，地域環境の変化や
児童に関する事件が多発しており，多様な体験を経験する機会が少なくなっているのが現状で
ある。また，SNSなどによるコミュニケーションが増加し相手と直接話をしたり表情を読み
取ることが減少した結果，いじめなどが起こり命を落とすような事件も起こっている。これら
の現代的背景から考えても，他者とコミュニケーションを図る上で表現は非常に重要な役割を
果たしているのである。平成22年の保育士養成課程等の改正では，子どもの表現を広く捉え，
子ども自らの経験や周囲の環境との関わりを様々な表現活動や遊びを通して展開していくこと
が重要であることを踏まえ，このような子どもの表現に係る保育士の表現技術を修得する教科
として，「基礎技能」から「保育表現技術」に名称が変更された。また，現行の「基礎技能」
の内容にある音楽，造形，体育を，音楽表現，造形表現，身体表現，言語表現とするが，これ
らに関する表現技術を保育との関連で修得できるようにすることが必要である3）と示された。
この内容で注目すべき点は，表現技術を保育との関連で修得できるようにすることである。ま
た，保育所保育指針，幼稚園教育要領で示されている領域「表現」では，感じたことや考えた
ことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにす
る4）ことと明記されており，ねらいには①いろいろな物の美しさなどに対する豊かな感性をも
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つ②感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ③生活の中でイメージを豊かにし，
様々な表現を楽しむ4）という内容から，このねらいを達成し保育を展開するために必要なこと
は，保育者自身が感性豊かであり表現力豊かであることである。その保育者が表現力豊かであ
るために必要なことは，様々な活動を通して「感じる」体験を豊富に経験することであると筆
者は強く思う。そこで，本研究では筆者が担当する科目「身体表現」において，実践的授業を
通しこれから保育者，教育者を目指す学生自身が様々な「感じる」体験を経験し，表現力豊か
な保育者養成を目指した授業研究である。
Ⅱ 授業の内容とねらい
「身体表現」は本学こども学科1年次前学期での開講である。履修人数は全員で120名弱。
3展開各40名弱での実施である。授業の内容は体育的な要素ではなく，表現技術を保育と関連
し修得することに重点を置き，実際に保育所や幼稚園で行われているあそびと身体表現を結び
付け，あそびの展開を意識できる内容にした。そして，「感じる」体験に重点をおいて学生の
内面の感情を大切にして授業を行った。全15回授業では，乳幼児期の発達理解について，リズ
ムに合わせた表現活動，ごっこあそびなど様々な内容を実施したが，中でも特に感じる体験を
重視した授業内容を表1に示す。
Ⅲ 実践内容と学生の姿及び反応
3－1 言葉を聞いて身体で表現しよう
ここでの活動は，日常でよく話す挨拶の言葉の他，歓喜の言葉，身体の状態を表す言葉，日
常に関わる言葉などを聞き，身体や表情で表現する内容である。授業を実践する上で配慮した
点は，入学直後の授業であるため，学生の反応や様子を見ながら，簡単な身体表現活動から開
始した。学生同士の交流もまだ少なく表情も硬さが見受けられる状況であったため，1人での
活動から始め，少し環境や雰囲気に慣れてきた段階で2人組での活動を行った。実際の実践内
容を表2に示す。
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表1
題名 内容 ねらい
①
言葉を聞いて
身体で表現しよう
・身近な生活の中で使われる言葉に合わ
せて表現する
（おはよう・ばいばい・眠たいなど）
・1人～2人組で行う
・表現活動を行った際の自分の感情を
知る
・保育における身体表現活動の実際を
知る
・表現することの楽しさを知る
②
だるまさんが
ころんだ
・だるまさんがころんだ
・だるまさんがころんだ発展編
・1人～全員で行う
・あそびの展開方法について理解する
・個々の活動と集団での活動の連動に
ついて理解する
③
感じたことを
表現しよう
・外で様々なものを見つけて，感じたこ
とを身体で表現する
・複数で行う
・感性を育むための保育内容について
実践を通し理解する
活動中の学生は，始めは恥ずかしさもあり動
きが小さく表情も硬かった。しかし，周りの学
生の様子を見たり雰囲気を感じる中で，動きも
大きく体全身を動かし表現していた。また，表
情も豊かになり言葉に合わせた表情を表現し，
学生同士で笑い合う場面が増えた。授業のまと
めとして，最後に振り返りシートを記入した。
振り返りの内容と，学生の記述の一部を表3に
示し，授業での学生の表現活動の一部を写真1
に示す。
3－2 だるまさんがころんだ
保育所，幼稚園では日々あそびを実践し，保育者は子どもが楽しみながら発達を促すことが
できるよう保育を展開している。中でもあそびを発展することは重要で，常に新しいあそびば
かりでは子どもは安心し落ち着いてあそびこむことができない。また，毎日同じあそびでも子
どもはすぐに満足してしまい，発達を促すことは難しい。それらを踏まえると，1つのあそび
を子どもの発達や年齢，その時の状況や環境に合わせて発展できる技術は保育者にとって重要
になる。そこで，だるまさんがころんだの実践授業では，1つのあそびを発展させていく内容
で行い，学生自身がそれらを体験することで保育における展開やあそびの発展とはどのような
ことかを理解できるように導いた。実践授業の内容を表4に示す。
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表2
内容：言葉を聞いて身体で表現しよう
展開：教員の言葉を聞いて表現する
（表現する時には，座ったままでも立って活動しても良い）
例1）今日は良い天気。きれいなお花も咲いている。蝶々も飛んできた…（1人）
例2）お昼のお弁当美味しかったね。あぁ…お腹が一杯で眠くなってきた…
（2人組で向かい合う）
表3
振り返りシート内容
・授業の実践内容を振り返り，感じたこと，思ったことを書き出してみよう
学生Ａ：始めは，恥ずかしいという気持ちで一杯だった。でも，周りで大胆に表現している友達を見
て安心した。安心してからは自分も大胆に表現し楽しいと感じた。
学生Ｂ：人前で何かを行うことが苦手だったので始めは緊張した。でも，保育では子どもとこの様な
あそびをするのだと思った。最後になると慣れてきたのか緊張よりも，笑っていることが多
く，表現することを楽しいと感じた
学生Ｃ：身体表現という科目名とジャージ着用となっていたので，体育のイメージだった。自分は体
育が苦手なので不安しかなかったが，授業を受けて苦手意識はなくなり，楽しいと感じた。
写真1 蝶々がとんできた…
「だるまさんがころんだ」は非常に簡単なルー
ルであるため，子どもも好きな活動である。実
際に9割以上の学生がルールを知っており，幼
少期にあそんだ経験があると話していた。1割
弱は知らない学生がいたので，再度簡単にルー
ル確認を行ったが，あえて，練習などは行わず
実体験を通してあそびを覚えるように実践した。
学生は非常に豊かな表情で，体全身を使い様々
な表現を行っていた。授業後の学生の振り返り
と記述の一部を表5に示し，活動の一部を写真2に示す。尚，授業での振り返りの内容は，3－
1での内容と同様である。
3－3 感じたことを表現しよう
多くの子どもは外での活動が好きである。それらは毎日変化する自然の中で，心も体も開放
し様々な生き物などを発見し，音を聞き五感で感じることができるからである。感性豊かな子
どもを育てるためには，保育者自身が感性豊かでなければならない。そこで，ここでは学生が
感性とは何かを実体験を通して感じ理解できる実践的授業を行った。実際の内容を表6に示す。
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表4
内容：だるまさんがころんだ
展開：通常のだるまさんがころんだ。鬼1人・他全員だるまになる。
鬼は後ろを向き「だるまさんがころんだ」と掛け声をかけ，終わると同時に振り返る。だるま
さんは，掛け声の間だるまに近づき鬼が振り返ると同時に捕まらないように静止する。何度か
繰り返し鬼にタッチをした段階で終了。
発展：あそび方は展開と同様。「だるまさんが…」の次の掛け声をよく聞き，ころんだであれば実際
に転ぶ表現をする。「だるまさんが笑った」の場合実際に笑う。
「だるまさんが」の次の言葉は，ライオンに変身するやうどんを食べるなど，鬼が自由に決め
ることができる。
表5
学生Ｄ：あそびを体験し楽しいと感じ，自分も保育士になった時には実践しようと思った。表現する
ことに慣れてきて，恥ずかしいという気持ちはなくなった。
学生Ｅ：保育においてのあそびの発展が理解できた。少しの発展でも子どもにとっては変化だと思っ
た。自分があそんで楽しいと感じたので，子どもがこの発展バージョンを行っても楽しいと
思った。ルールも簡単ですぐに理解できると思った。
学生Ｆ：あそびの発展や展開は理解できた。自分が先生になった時にすぐにあそびを発展できるか不
安に感じた。でも，今日実際に体験し具体的な展開を経験できて勉強になった。
表6
内容 ：感じたことを表現しよう・自然と触れ合い五感で感じる
展開1：外（大学内敷地内）へ行き，様々なものを見つける。
展開2：見つけたものをグループ内で出し合い，簡単なストーリーを作り身体で表現する。
写真2 だるまさんが…
外での学生の様子は虫を見つけ悲鳴を上げる
学生や，静かに空を見上げている学生など，様々
であった。グループにおいてストーリーを考え
る際には，お互いの表情をよく見ている学生が
多い。また，他者の意見を聞こうとする場面も
多く感じた。SNSなどでのやりとりが増える
中，相手の表情を見ながら周りの雰囲気を感じ
る経験は非常に有効な体験であるといえる。学
生の振り返りを表7に示し，実際の表現活動の
一部を写真3に示す。尚，振り返りの内容は3－1・3－2と同様である。
Ⅳ 考 察
学生の姿や振り返りからは，楽しい・難しい・不思議・恥ずかしい・気持ち悪いなど様々な
ことを実践授業において感じている。そして，その感じたことを自分が保育者になった時と結
び付け想定している。そのように，自分の体験や感じたことと，実際の保育場面を結び付け考
察することが，養成の段階では重要になると考えられる。また，学生の振り返りから表現する
ことを恥ずかしいと感じている場合，不安と感じる学生が多いこともわかった。そして，その
不安な気持ちを安心させるために，学生は非常によく周りの様子を見ている。他者も同じよう
に表現している様子を確認することで安心になり，安心後は楽しいという感情に変化している
ことも明らかとなった。これらを考察すると，保育だけではなく大学の授業においても，環境
が学生にとって大きな影響を与えることも明らかとなったといえる。今年度「身体表現」の授
業の場所は第2多目的演習室（写真4・写真5）という前面は鏡張りになっており，左右は窓
で囲まれ40名弱の学生が活動するには開放的で快適な空間で行った。昨年度はバレーボールの
コートが2面入る第2体育館での実施であった。今年度と昨年度の学生の姿を比較し一番違う
点は声の出し方である。昨年度の第2体育館では様々な場面においても，無理をして大きな声
を張り上げ活動しないと相手に伝わらない状況であったが，今年度は学生が声を張り上げてい
る場面はほとんどなく無理なく活動していた。また，広すぎる空間では，学生同士の距離が広
がりすぎてしまい，相手の表情や仕草，呼吸を近くで感じることが難しい。しかし，今年度の
活動的な場面においては，学生同士がぶつかりそうになる時など，自然と“ごめんね・だいじょ
うぶ”とお互い声を掛け合っており自然と会話が多くなっていた。そして，相手の動きや表情
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表7
学生Ｇ：いも虫やわらじむしが気持ち悪かった。でも，虫が好きな子どもがいると思うので慣れなけ
ればと思った。
学生Ｈ：普段意識したことはないが，耳を澄ますと色々な音が聞こえ不思議な感じになった。
学生Ｉ：始めは，ストーリーを考え身体で表現するのは簡単だと思っていた。でも，色々な人の意見
を聞いてみんなで表現することは難しかった。でも，楽しかった。
写真3 蟻のおさんぽ
を活動しながら確認できたことが，学生の内面にも大きな影響を与える結果であったといえる。
実際の保育所や幼稚園においても環境や保育室の空間を考慮しているが，大学における特に実
技的な授業においても，空間が非常に重要であることがわかった。
Ⅴ ま と め
本研究では，表現力豊かな保育者養成を目指した授業の研究について，実践的授業内容と学
生の姿や振り返りから検討した。養成の段階で豊かに表現できることは，保育を実践するだけ
にとどまらず，保護者や保育者同士の良好なコミュニケーションにもつながるといえる。現代
において，人との距離感や関わることに困難を抱えている人が増えていることも考えると，表
現することは非常に大きな役割を果たすと考えられる。今後も引き続き授業の検討，改善を行
いっていく。
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